私 は 一 年間、 ある 山奥の 別荘で くらした ことがあり 

ます。 なかば 洋館 づ くりの 立派な 別荘でした。 番人 を 

している 五十 歳ば かりの 夫婦 者と、 その 甥に あたる 

まさお 

正 夫と いう 少年が いるき りでした。 私 は 正 夫と すぐに 

親しくな つて、 いろいろな こと を 語り あい、 いろいろ 

な こと をして 遊びました。 たくさん 思い出が あります _ 

そのいく つか をお 話しましょう。 

一 さくら 

別荘の 裏手の 山つ づきのと ころに、 たくさんの 桜の 



枯木 は 大きく ゆらり とう w J いて、 それから さ つ と 横 だ 

おしにた おれました。 ほかの 木の 花が ひらひら とちり 

ました。 

正 夫が 涙ぐんで それ を 見て いました。 

枯木の たおれた あとに は、 びっくり する ほど、 青い 

深い 空が 見えました。 私 は その 明るい 空 を 指さして、 

正 夫に みせて やりました。 

一 一 なまず 

なんぼう 

山奥と いっても、 南方の ことです から、 夏 はそうと 



忘れ かねていた ようです …… 。 ある 日、 私 も そのな ま 

ず を は つ きり 見ました。 

なまずと いう もの は、 おかしな 魚です ね。 頭が ばか 

に 大きくて、 その 大きな 頭 いっぱいに、 大きな 口が つ 

リき 

いていて、 こまかい きれいな 歯 をく いしば つて 力んで 

うわく ち；： 5 る ひけ 

いて、 上 唇に 長い 二 本の 髭 を はやし、 下唇に 二 本の 

短い 髭 を はやし、 そのく せ、 ごく 小さな かわいい 目で 

いつも 笑って おり、 頭から 尾へ す— つと ほそくな つて 

います。 そのな まずが、 まったく、 一 メ —„ ^ル ほど も 

ある 大きさで、 おどろいた ことに は、 ぴかぴか光る 金 

のな がい 髭 をう ち ふり、 小さな 目 を 光らし、 いばりく 



誰かの 声が して、 みんなで 見る と、 たしかに いまし 

た。 大きな なまずが、 金色の 髭 を はやして、 淵の 底の 

ゆうぜん 

ほう を 悠然と 泳いで いきました。 たいてい みんなが 見 

たのです。 

あさせ やな 

すぐに、 淵の しもての 浅瀬に 築 を はりました。 これ 

でし もてに 逃げる こと はでき ません。 かみて は 滝です 

から、 そちらに も 逃げられません。 もう 淵の なかに と 

じこめ てし まっての です 〔# 「しまって のです」 は ママ I 

私たち は よろこびいさんで、 翌日の 朝 はやくから、 

淵に あつまりました。 網ゃ大 ざる を もちよりました。 

そして 裸になって、 淵の なかに とびこみました。 



も 時々 目 を あげて、 梢の 柿 を ながめました。 青く す 

みかえった 空た かく、 柿 は 赤々 とかが やいて います… 

o 

じゅんれい 

その 柿と 同じような 赤い 着物 を、 巡礼の 赤ん坊が 

きていた のです。 巡礼と いうの は、 まだ 三十 歳ば かり 

すげ が さ てっこう きゃはん おい ずる 

の 女で、 菅笠、 手 甲、 脚絆、 笈摺、 みな さっぱりした 

みなりで したが、 胸に 赤ん坊 を だいて いました。 おず 

おず と 庭に はいって きて、 静かな ひくい 声で いい まし 

た。 

「今 晚、 どこでもよ ろしゅう ございま すから、 お 宿 を 

お願い 申した いんで ございます けれど …… 」 



なんです。 

「僕が 見て きましょう。 へんだ な あ …… 」 

じゅんれい 

正 夫が 巡礼の あと をつ けて いったので、 私 は 一人 

むそう 

で ぼんやり 夢想に ふけりました。 

ながい 時間が たったよ うでした …… 正 夫が 戻って き 

ました。 巡礼の 赤ん坊 を だいて るんで す。 にこに こ 

笑って いました。 

「おかしな 女です よ。 赤ん坊 を わらのう えに ねかしと 

おち ま. 

いて、 自分 はたん ぼの なかにはい りこんで、 落 穂 を ひ 

ろい はじめ たんです。 だんだん 向こうへ 遠くへ いつ 

ちゃうんで すよ。 僕 この 赤ん坊が かわいそう になった 



て 私が びっくり したの は、 正 夫が 空の 星の 図 を、 名前 

はわから ないでも よく 知つ てること でした。 

「さびしい 時には 星 をみ るが よいと、 何 かで 読んだ こ 

とが ありました。 それで 僕 はよ く 星 をみ てるんで す」 

正 夫 はそう いって、 でも さびし そうに ほほえみ まし 

た。 父 も 母 も 小さい 時に なくなって、 正 夫 は 一人者な 

ので、 小父さん 夫婦のと ころに ひきとられ てるのです _ 

「星 をみ てると、 ほんと にい いんです。 だれか 親しい 

やさしい 人が、 こちら を じっと見 ていて くれる ような 

気がし ますよ」 

それから 正 夫 は、 また さびしく ほほえみました。 



な 鳥が、 次から 次に とびこん できて、 部屋 いっぱいに 

ならびました。 ふしぎな ことに は、 どれ もみな だまつ 

てるんで す。 目ば かりばち ぱち うごかして、 なき 声 は 

さぎ 

少しもた てな いんです。 そしてお かし いのは、 鷺 です 

さぎ 

よ みんなと 〔# 「鷺 です よ みんなと」 は ママ〕 いっしょ 

に、 小 窓から とびこもう とします が、 足 を まげる こと 

をし ない もの だから、 その 長い 足が つかえて、 はいれ 

な いんです。 なんども、 小 窓に とびついて はおち るん 

です」 

私 はまた、 らんまの 小 窓 を 見 あげました。 

こぞう 

「それから、 いちばん ずる いのは、 山の 小僧です ね。 



私 は ぞっとして、 いきなり 立ち上がりました。 そし 

てらん まの 小 窓 をし めました。 

もうだん ろの 火 は ほそくな つてい ました。 私 は あら 

まき 

たに 薪 をく ベました。 そして、 わき を 見る と、 正 夫 は 

肱 掛^ 子の 上に、 うとうとと 眠って いました。 

しいんとした 静けさで、 雪の ふる 音 だけが かすかに 

きこえて います …… 。 はて、 今まで 私に 話しかけ てい 

たの は、 いったい 誰だった のでしょう。 眠って いると 

ころ を 見る と、 正 夫で はない し、 私自身の はず はない 

し、 ほかに だれもい ませんで した。 

しんしんと 雪の ふ つ てる 夜 ふけです。 
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